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3．Wishard, Luther de Loraine（1854-1925) 米国キリスト教青年会（YMCA）


























師 Robert G. Hutchins（在任1888-1894）の夫人であろう。













































1．Jewett, Alice D. 太平洋ウーマンズ・ボードの第4代会長（在任 1890-1899）。
2．リチャーズ 前出〈446〉
























4．Clark, Nathaniel G.（1825-1896) アメリカン・ボード総主事。1865年から
1894年ボードを引退するまで外国通信部の全責任を引き受けた。クラークの行政
の最も顕著な特徴は、日本ミッションとウーマンズ・ボードの開設である。



































































































































































































































1．Harris, Jonathan N.（1815-1896) 北米コネチカット州の実業家で上・下院議
員やニュー・ロンドン市長を務めた。同地在住の D. W. ラーネッドの母の周旋
で、新島襄の理科教育への情熱に応えて10万ドルを寄付。1890年、その寄付金で
今出川キャンパスに現存するハリス理化学館が建設され、ハリス理化学校が開校
した。
2．下村孝太郎（1861-1937) 熊本県出身。熊本洋学校で学んだ後、同志社に転入
学し、1879年第1回余科卒業生の一人。1885年渡米。マサチューセッツ州のウー
スター工科大学、さらに、ジョンズ・ホプキンズ大学の大学院で研究した。1890
年創立の日本初の私立の科学高等教育機関、同志社ハリス理化学校（現在の同志
社大学工学部の前身）の教頭に就任する。1904年から1907年まで同志社の社長を
務めた。
3．Mr. Ogawa 詳細不明
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